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設立15周年記念事業「歴史的建造物保存」シンポジウム

日本工業倶楽部会館の保存について

日時 :平成 15年 12月 2日 (火 )

午後2時00分～4時00分
場所 :東京都千代田区

日本工業倶楽部会館

パネルディスカッション

コーディネーター :山口 廣

パネリス ト:鈴木 博之

岩丼 光男

野上 勇

あいさつ

記録映像 上映開始  「歴史を継ぐ

まちづくり (日本工業倶楽部会館 三

菱信託銀行本店ビル )」

aaca理事

協会設立 15周 年記念事行委員長

近江 栄

本来ですとこの会場であの明るい声と笑顔で、

「これからデイスカッションをはじめます」。とい

う芦原先生のお声が聞かれるはずでありました

し、この 15周年を記念した行事の幕開けのつも

りでありました。

そこへもってきまして、少し前に芦原先生の右

腕といいますか補佐役として、まさに機関車役を

務めていた内井昭蔵先生が亡くなられて、15周

年を目前にしてこのお二人が亡くなられて、残さ

れたスタッフたち、理事たちは困惑の限りといい

ましょうか、さて、困つたなというような時期が

こざいました。

この 15周年でどうやら一区切りをつけて再出

発という記念的な幕開けとして、このシンポジウ

ムが企画されて大変こ立派な講師の方々をお招き

することができました。そしてもっともこの建物

の建設にあたつてこ縁の深い方々、そして学者と

しても関わつてこられた山口先生に司会をお願い

しようと、とつさにひらめきまして山口先生にす

つかり私は下駄を預けたというようなところがこ

ざます。

岩波新書の F東京遺産』、森まゆみさんという

今売れつ子の方ですが、建築出身の方ではないの

に建築の勉強を大変よくしていらっしゃる方で

す。岩波新書の『東京還産J、 森まゆみさんです。

「保存から再生 活用」と、このなかに、歴史的

真実性 (Authenjcty)の 原理が保存について

重要視されるべきであるということで出ておりま

す。多分きょうは、この工業倶楽部が保存される

についてのそのAuthentictyなるものをめぐつ

ての、おそらくいろいろなエピソー ドがうかがえ

るのではないかと思います。

文化庁長富

河含 隼雄

本日、ここに社団法人日本建築美術工芸協会の

主催によるaaca設立 15周 年記念事業「歴史的

建造物保存」シンポジウムが開催されますことを、

心からお喜び申し上げます。

aaca景観シンポジウムは第1回の京都から昨

年の函館まで、開催各地の都市の特性をとらえた

テーマを設定され、我が国の都市景観のあり方に

ついて提案されてこられました。社団法人日本建

築美術工芸協会の皆さま方によるこれまでのこ努

力に対し、深く敬意を表する次第です。

今回は特徴ある外観と優れた内装で評価が高

い、ここ日本工業倶楽部会館において「日本工業

倶楽部会館の保存についてJというテーマでパネ

ルディスカッションが行われますが、第一線で活

躍しておらrlますパネリス トの方々から、多くの

示唆に富んだお話を聞くことができると期待して

おります。

文化庁においては文化財保護法に基づく重要文

化財の指定や、さらに平成8年度から本会館も登

録されております。登録無形文化財の制度を導入

し、後世のために保存及び活用のため、文化財に

対してさまざまな布石を請じております。建築物

は私たちが生活していくうえでの基本であり、ま

た歴史を語り、先人たちの叡知を語り、文化や風

土、さらには経済までもさまざまな角度から物語

ってくrlるものです。素晴らしい建築物を保存し、

活用することは重要なことであります。

本日、c~出 席の皆さまにおかれましても、それ

ぞれの専用分野から我が国特有の歴史的建造物保

存について議論いただき、また一層こ尽力賜りま

すことを期待してやみません。終りに本シンポジ

ウムのこ成功と本国こ出席の皆さま方のこ健勝を

祈念いたしまして、こ挨拶とさせていただきます。

社団法人 日本工業倶楽部常任理事

新野耕一郎

この建物がもともと竣工いたしましたのは、大

正9年、1920年 でした。その落成式が同じ年の

11月 25日 に開催されております。今から83年

前の 11月 25日 でこざいます。

ときの総理大臣原敬、あるいは農商務大臣の山

本達雄、東京帝国大学の古在総長等がこの壇上で

落成祝賀の挨拶をされたのであります。

設立趣意書や定款の目的事項には、「日本工業

倶楽部は、工業化の連絡を強固にして工業の発展

を図ることを目的とするJと謳われてり、我が国

の大正あるいはB召和初期の経済産業の発展に工業

倶楽部は大きな役害Jを 果たして貢献をしてまいつ

たわけでこざいます。

しかし、工業倶楽部という組織とこの建物1よ ち

ょつと別でこざいまして、そういつた経済活動が

この建物を本拠にして盛んに行われたものでこざ

いますので、この会館は第一次世界大戦による工

業の発達、恐慌、戦争、それから敗戦、復興、そ

して経済成長、バブルといつた昭和の経済史全般

を通じまして、‐また戦後は日経連とか経団連もこ

こを本拠にしていたものでこざいますので、常に

経済界の大きな ドラマの舞台となつておりまし

た。

我々事務局にいたしましては、この建物を守る

とは崇高な使命だと考えておりまして、その保全

にはかなりの努力をしてまいつたわけでこざいま

す。その保全ぶりには専門家の高い評価もいただ

いておりまして、多分、この建物の建替え前に古

い建物をこらんになった方はよくこ承知かと思い

ますが、我々としては自信をt_っ てきれいに建物

を保つてきたつもりでこざいす。

しかし、80年歳月による建物の老朽化が著し

く、また耐震性もリト常に欠如しておりまして、憂

慮すべき状態になつたわけであり故す。そうした

ときに、たまたま三菱地所さんに隣接する永楽ビ

ルとの共同開発のこ提案がこざいまして、これを

十分に検討いたしまして、建替えもやむなしとい

う結論に達したわけでこざいます。

各方面からの保存を求める要望が多数こざいま

して、結果的には都市計画あるいは建築構造の先

生たち、行政の関係者、設計の関係者など多くの

叡知を集めまして、その熱意と真剣なこ努力とあ

たたかい配慮によ rlま して、この建物の保存と再

現が可能になつたわけでこざいます。

今では工業倶楽部の伝統とその雰囲気が素晴ら

しく継承された建物に対しましては相当評価が高

こうこざいまして、我々工業倶楽部の会員はじめ、

また多くの人たちにとても満足をしていただいて

いる状況でこざいます。
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コーディネーター

山口 廣氏
日本大学名誉教授

記録映像をc~ら んいただいたので、ディスカッションの時間が少し少なくなりました。でも、もうこれでだいぶこちら側からお

しゃべりする分もこ理解いただけたと思いますので、ます最初に、三人の方にそれぞれの立場で、鈴木先生は保存委員会でのこ活

躍、それから岩井さんは保存 復元 新築が絡み合つた設計、それから野上さんは、それの一切の工事のお仕事という点で、まず

10分ぐらいずつポイントをお話いただければと思います。

パネリスト

鈴木 博之氏
東京大学大学院教授

私自身がこの日本工業倶楽部と街区全体の開発の中に参加させていただきましたの1ま 、先ほどのお話にもこざいましたとおり、

歴史検討委員会という委員会の中に入れていただいたことによるものでこざいます。この歴史検討委員会といいますのは、都市計

画学会が事務局を務めて、この建物の新しい計画を立てるにあたつてどういう点を留意していくべきかということで、都市計画の

伊藤滋先生、建築構造の岡田恒夫先生、そして建築歴史では前野発 (マサル)先生、それから計画の分野でタカ八シ ヨウコ先生、

そして歴史として私も参加させていただき、そして東京都、それから千代田区、もちろん日本工業倶楽部、それから三菱地所の方々

が参加して検討していつたわけでこざいます。

考えてみますと、1960年代になってから非常に多くの建物が姿を消していつたという記憶を持つております。

帝国ホテルでありますとか、ここの工業倶楽部の並びにこざいます日本銀行倶楽部の建物も改築をされていく。

この工業倶楽部の場合、できるだけこの内部の空間の持つている質を継承できないだろうかというようなことをいいました。建

物の印1こ蓄積される情報あるいは記憶の量というのは非常に大きなものがこざいます。それがどういう形で守られるかということ

を、∧uthentictyと いうふうに呼んでいるわけですけれども、Authenicttyの 考え方というのはここ十数年で大きく変わってま

いりましたけれども、一番基本になつているのはデザインが同じであるということ。それから材料が同じであるということ。それ

から建つている場所が同じであるということ。それから使われている技法、テクニックといいますが技術が同じであることが、

Authentic■ yのコアになつているというふうにいわれております。

したがつて、工業倶楽部の場合にもできるだけそのオリジナルのデザイン、そして材料、技術、場所というものが継承されてい

つてほしいということを申し上げた記憶がこざいます。

大手町、丸の内、有楽町地区、これを
｀
大丸有

"といつていましたけれども、再開発計画推進協議会のその各地権者、開発地帯

が大きな意味での丸の内から大手町、有楽町にかけての地区のイメージを形成しておられまして、そうしたイメージの中に合致し

てそれに貢献するような形を大きな計画としてめざす。そして、この建物固有のいろいろな問題をどう解いていくかということに

話がなつていたと思います。

先ほどの映画ではいくつかの可能性のある案が提示されて、3つの案を検討したということでこざいましたけれども、実際には

それのさらにバリエーションがこざいまして、10ぐらいの案まで検討しました。完全にこのまま固定して残すというものから、完

全に建替えてしまうというものまで案を地所の方でつくつていただきまして、その中で非常にシビアではありますけれども、大変

に理性的に利害、得失、それと実現の可能性あるいは実現するためのエネルギーコス トの大きさというようなものを、ざりぎりま

で検討してこうした形になつた。これは大変に大きな成果ではないかと思います。

むろん、古いものが残つてしまつて自由が効かないと考える方もおられるでしょうし、古いものが残つたけれども、すいぶん新

しくなつてしまつた部分もあるという不満もある。その中である種の都市の中の歴史性を継承していくルールといいますか、その

結論を得るための筋道がここでつくられた。その意味が非常に大きいと思います。
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「歴史的建造物保存」シンポジウム
パネリスト

岩丼 光男氏
(株)三菱地所設計専務取締役

丸の内は明治27年の三菱一号館竣工

以来、馬場先通り界隈の一丁倫敦と言わ

れた時代から皇居に通じる行幸通り、東

京駅周辺の1日丸ビル .郵船ビル、東京海

上ビルの街並みを表する一丁組育の時代

を経て現在のような都市空FB5に なつてき

ました。第二次世界大戦後大規模なオフ

ィスビルが大手町、丸の内、有楽町に次々

と建設されましたが、その時に歴史的な

建物が幾つか壊されました。しかしその

時に建て替えられたオフィスビルも現在

では老朽化と機能低下のため建て替えが

必要となつてまいりました。現在、丸の

内における代表的な歴史的建築物として

明治生命館、東京駅、中央郵便局と言つ

たものが残つておりますが、今回の日本

工業倶楽部さんと永楽ビルの開発のよう

に歴史的な建物をこれからの街づくりの

中で活かして行くことが丸の内の街づく

りにとつては大切なことであると考えて

おります。というのは、やはり皇居の緑、

お堀の水、東京駅等日本を代表する歴史

的な環境遺産は丸の内の財産であると思

うのです。私たちはこの財産を有効に使

つて行かなくてはならないと考えており

ます。近世復興式と呼ばれる外観様式の

日本工業倶楽部会館の特徴は正面玄関に

ドリックオーダーの古典様式を用いてい

るが全体的には幾何学的構成によるゼツ

ェッシオン様式で軸組をファサー ドに露

出させるというアメリカ式高層建築の形

式を取り入れているところであります。

またインテリアは倶楽部建築らしく華や

かであり各階の中心にある広間とそれら

を立体的につなげる大階段、談話室、貴

賓室、そしてなによりも大会堂、大食堂

といつた大空間に見事な装飾と空間性を

見ることが出来ます。横河民輔率いる横

河工務所の設計で大正9年 11月 に竣工

して以来我が国の工業界のシンボルとし

て、数々の経済史上の舞台になつてきま

した。

残り少なくなつた歴史的建築物である

日本工業倶楽部会館を今後どのように位

置づけて丸の内全体の都市計画の中に取

り入れて行くのかこの検討については広

く当事者以外の有識者からもこ意見を伺

う必要があると考えました。今回は都市

計画と建築学の学識経験者、文化庁、都、

区の行政、事業者等の参加を得て日本工

業倶楽部会館の歴史的価値を共有し、建

物の構造と安全性、事業性、保存再生に

向けた八― ドとソフト両面の支援可能な

諸制度まで提案を頂き実現の運びとなつ

た次第であります。しかし保存再生する

ことは現在の日本ではたいへん難しいと

いうことも実感しました。やはり保存再

生することはたいへんお金のかかること

であり、運営面での資金を潤沢に調達し、

将来にわたつて経済的に成り立つように

しなければいけない。そのためには社会

的な支援が不可欠であります。

今回は日本工業倶楽部さんと三菱地所

所有の永楽ビル街区を一体開発すること

によつて経済的な問題点を解決し、さら

に保存再生を実現させたと言えます。経

済活性化の目玉として 猪駒い再生"と言

われていますが古い歴史的な建築物を残

すことが可能になつた良い事例だと思い

ます。

現在、赤煉瓦の東京駅舎を出ると広場

に面して左から中央郵便局、丸ビル、新

丸ビルといつた歴史的都市空間を継承す

る建物の象徴的存在として日本工業倶楽

部会館が昔と変わらない侍まいで存在し

ています。これからも丸の内のランドマ

ークとして末永く人々に親しまrlて行く

の祈つております。

パネリスト

野上 勇氏

保存、解体、再現と光栄にも会館の施

工に携わらせて頂きました清水建設の野

上と申します。大体の施Iのプロセスは

先程のビデオにてお判りになつたかと思

いますが本国は、そうは言つてもと言う

生の声を施工担当者として多少お伝えし

ようかと思います。

施工にあたりまず我々は、今までこ説

明のあつた上流段階のこ設計コンセフ ト

を具体的な施工の言語に置き換える作業

から始めました。 (実際この様な保存も

のは、判らないこと?が多い。)そ して、

衝撃的な関東大震災当時の写真 (柱が挫

折している貴重な写真。)に遭遇 しまし

た。ここで正直 (表向きは80年前の先

輩に負けない建物を作ると言う意気込み

で乗り込んだ我々でしたが)まず最初に

浮かんだことは、本当に保存部がもちこ

たえられるのか、はたして我々は 【文化

財破壊者にならないだろうか】と言うこ

とでした。

そもそも、構造的に危ない80年前の

被災した建物を補強して、羊羹の輪切り

の様に切り取つて、その保存部を新築す

る再現部とアンカーで一体化させると言

う難工事が、他社施工のタワー棟の地下

躯体を作りながらの上で出来るだろう

か。又、超スピー ドで進む超高層工事と

漆喰の様な手作りの保存再現工事とがバ

ランス良く施工していけるのだろうか。

登録文化財としてビル全体での対応は …

実際、今回の工事|まあらゆるリスクの (自

社工区だけでは回避出来ない物も多い)

集合体、正にプロジェク トXで した。

え一余談はここまでにしてそろそろ本

題のこ説明に入ります。本日は映像を交

えて施工の過程をこ説明すると言うこと

清水建設(株 )工事長

なので、調査 計画 施工 (保存 再現)

と段階別に簡単にこ説明したいと思いま

す。 (以下パワーポイントにて )
まず、調査段階で決めた事は、保存の

基準 iいつに戻すのか 保存の可否 i何

を優先するのか 耐震基準 :何で管理す

るのか。の3点でした。 過去の補修履

歴より耐震管理基準は75db(震度3)

と設定しました。実際には、それ以上の

地震発生時は と言うリスクが大きく存

在しました。 (ど の工事にも実は有るの

ですが不安定な時期が永い。)

次に計画段階ですが、完全計画先行 (文

化財破壊者にならない為に)を旗印に、

調査結果を元に、全て ?計画化していき

ました。…共通して言えることは、異常

時には止めると言うこと でした。 (当

社開発のウオッチャーにより保存棟を常

に計測監視しました。)又、他社施工の

タワー棟工事を制御出来るかと言うリス

クが存在しました。(実際には、仮囲い

の中は一つでの協力体制を取りました。)

そして施工の段階での工事の状況です

が、まず保存編ではそうは言つても残せ

ないもの (安全的に)の抽出でした。具

体的には、屋上の彫像のようなものは、

わからないものこと切り取つて保存し、

石膏のような物は、記録を残して安全に

再現できる物のみ再現する手法を取りま

した。 (実際に、これで登録文化財の保

存になるのかと言うリスク)又、解体

補強の段階では順番の逆転のリスクが存

在しました。原則として補強してから解

体するのですが、補強の為の解体、この

リスクは日々存在したのです。 (保存部

の図面が無い為)曳家に至っては、果た

して松杭から3段 階で3,600tもの保
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存建物荷重を移して行けるか、又、リセ

ット時の建物の傾きをどうセットしてい

くのかのリスクが存在しました。次は再

現編。何と言つても正面玄関の ドリック

オーダーです。一番重いもので 14t、 結

局文化財の稲田石をくり抜いて梁をPC
化して無垢の柱に連結 して再現しまし

た。内装の再現部は工法も再現と言うこ

とで、漆喰は本摺りから再現しました。

しかし、そうは言つても工期と言うもの

が有る為、再現場所を限定した計画とし

ました。 (以上、写真説明)

この様に80年前に直営工事で延べ約
90.000人で作つたこの建物は、80
年後に約70%の延べ労働力で無事再現

する事が出来ました。又、工事を終えて

みて、一部手を加えたものの本物が完全

に残つたということは、(前に倶楽部の

新野常任理事が言われていた様に)100
年後の人達が180年前の本物を見る橋

渡しをしたと言う事であり、言いようの

ないロマンと施工者冥利に尽きる満足感

が残りました。果たして 【文化財破壊者

にならなかつただろうか-1結論をお出

し下さい。ここにおられる事業者の方々

をはじめこ指導頂いた関係者の皆様、そ

して設計者の皆様ならびに特にタワー棟

施工の大成建設さんには施工上のこ指導

こ協力有難うこざいました。ここに (写

真)今回参画した50種ほどの関係職種

の職長達がおりますが、今回、三度と携

われないであろうこの様なBIC PRO」
に参画できた感謝の気持ちを代表してお

伝えしてつたないこ説明を終わりにした

いと思います。こ清聴有難うこざいまし

た。



社団法人日本建築美術工芸協会
…第 13回AACA賞

第13回AACA賞
作品 :鹿北田Iアートプロジェクト

作者 :山田 良

所在地 熊本県鹿本郡鹿北町 道の駅「かほく」後背地

選考委員長

選考委員
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第 12回 (前 年度)AACA賞は、あら

たに芦原義信 (会長)賞が新設されたこ

ともあって応募点数の大幅な増力目が認め

られたが、今年度 (第 13回 )はAACA
創立 15周年記念でもあつてさらなる応

募を期待したが公募のアナウンス・PR
が若干タイミングを失したことだけでは

なく時代の不況も反映されたようで伸び

なやんだ。

因みにBCS賞 という分母の大きな賞

審査講評

の展開も発足第 1回 は28点その後 10回

は36、 15回 は64、 そして今年度は84
と漸増してはいるが昨年より2害」減の応

募点数ということだ。

今回のAACA受賞者の中にはすでに

BCS賞など各種の受賞暦はあつてもと

くに「アーティス トとのコラボレーショ

ンによつて開かれた芸術的環境の倉」出に

貢献した作品とその成果に対して与えら

れる」のが本賞の趣旨であり重賞はさま

たげない。

新設された芦原義信賞 (街並の美学)

の趣旨は「優ねた創造的環境形成に寄与

した未来ある新人」を発掘しようという

ものである。

前回はプロジエクトの規模に左右され

ることもなく芦原賞を象徴するような作

品が受賞し、今回も入選作品が三点選ば

れている。

選考委員長 近江 栄 (建築史家)

熊本県鹿本郡鹿北町の「道の駅」の裏

山の、もとは棚田であつた敷地と谷間の

地形を生かして、角材を四角に組んだ構

造体が点在している。角材は、町有林の

アヤ杉の間伐材を地元で製材 したもの

で、柱と梁の接合は、ホゾ、コミ栓とい

つた伝統的な日本建築の工法による。高

さ2メ ー トル程のそうした木組みを、ほ

ぼ12メー トルの長さに立て並べた、シ

ンプルな構造体が、棟ことに、やや芯を

ずらしたり、高さを勾配に添つて変える

など変化をつけて、十棟不規則に連なり、

人々は板を貼りつめたその中の通路を散

歩することができる。

これは鹿北日Iが「道の駅」―帯の公園

化を計画、熊本県のアー トポリス事業に

参加したもので、268点の作品応募の

なかから選ばれた。自然のなかに、自然

材だけを素材にした、本組みだけの素朴

なこのオブジェ群は、地元でも、ただ“オ

ブジェ"と
呼んで親しまれている。「マ

ムシに注意」との立礼に驚かされたが、

夏には蛍が群れ飛ぶというこの山間の、

自然を生かしたアー ト・プロジエク ト

は、きわめてさわやかで夢のある作品で

ある。アー トと町当局と「道の駅」に集

う人々と、さらに若いアーティストと工

コロジス トのコラボレーションの場とし

て注目される。

シンプルな、コンス トラクションの原

点そのものによるこの作品は、ハイ・テ

ク万能の今日、完全にロウ・テクによつ

て作られていることにも、一つのメッセ

ージ性がある。前回第 12回の受賞作「丸

の内ビルディング」の対極にあるこの作

品が選ばれたことで、AACA賞の味が

ましたのではなかろうか。

選考委員 力]藤 貞雄 (美術評論)
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第13回AACA最優秀賞

審査講評
この作品は、「生き物技術」と「建築

技術」が好ましい形で協同して、都市環

境における緑のあり方について社会的認

識をアッピールした作品となつたといえ

る。

県庁跡地として市民生活に定着してい

た空間に、官民一体となつて建設された

複合施設の南側の屋上を、ステップガー

デンとすることによつて南側に隣接する

天神中央公園の緑と一体となつて貴重な

都市の森を構成し、そのことによつてヒ

ー トアイランド化の緩和、断熱効果によ

る省エネ化、建物の劣化防止、生き物空

間の提供、人々への身近な緑の安らぎ空

間の提供、など都市環境の改善に貢献し

ていることであるが、従来、aaca賞 に

は芸術的環境造りということで多くの作

品が応募されてきたが、その多くが建物

と彫刻作品のような自己完結型の芸術作

品が多かつた中で、生き物の技術と建築

技術の協同によるこの作品は、地域に開

かれた形で連携し、隣接する公園と良く

調和一体化しながら四季折々の情景を楽

しめるように、多品種の植栽が施されて

いることなど評価できる点が多い。

建築家中心の屋上緑化の場合、一面芝

生・セダム、あるいは単一植物による刈

り込みが多く、自然の素材感が薄れ、さ

らに刈り込みに管理費がかかる、病気に

弱い、など問題が多かつたが、ここで|よ

植栽時に76種の植物を配植したことに

より、植栽空間の遷移が好ましい形で進

行している。さらに手摺りに羽を体めた

野鳥の糞から種子が発芽してクスノキな

どの幼木が並んでいる様子はほほえまし

く、現在では110種 の植物が繁茂して

いる。これらの植物の生育基盤である土
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壌は、軽量混合土を効果的に使用し、排

水システムも雨水などが効率的に植物が

吸収しやすくしたことによつて、給水の

必要がほとんど無いことなど、管理費が

安価になつた原因となっている。今後こ

の種の応募の増力]に期待したい。

選考委員 小林治人 (設景家)

第 13回 AACA最優秀賞

作品 :ア クロス福岡

作者 :浅石 優/(株 )日 本設計 平田 哲/(株 )竹中工務店/ 田瀬理夫/プランタゴ

所在地 福岡県福岡市中央区天神 1 1 1

第13回AACA賞入選作品 ・

第 13回 AACA賞入選

作品 :旧新橋停車場

―歴史を再現し、現代を表現した外装のデザインー

作者 :旧新橋停車場復元チーム (デザイン総括 :田原幸夫)

所在地 東京都港区東新橋卜5-3

作品 :佐敷田I文化センター「シユガーホール」

作者 :真喜志 好一、能勢孝二郎

所在地 沖縄県佐敷町字佐敷307



作品 :福岡県立大学看護学部人

間の五感をテーマとした

アー ト計画

作者 :福 岡県建築都市部営繕

課、安丼・雅鱚 西島・熊

平設計共同体、(株 )織絵、

団塚栄喜、熊谷玄、庄野

泰子

所在地 福岡県田川市伊

田4395

作品 iミ ュゼ ダール御殿山

作者 :(株 )三菱地所設計

所在地 東京都品川区北品

り‖4-フー10

作品 :横浜赤レンガ倉庫

作者 :横浜市・(財 )横浜市芸術文化振

興・(株 )横浜みなとみらい21・

(株 )横浜赤レンガ・(株 )新丼千秋

IF5市建築設計

所在地 神奈川県横浜市新港 1-

1-1 ・2

ｈ

レ

軒

脚

■

作品 :東急百貨店本店 客用 ト

ニューアル

作者 :荒丼雄―デザイン事務所

所在地 東京都渋谷区道玄坂2-241

作品 i『ノリタケの森』

作者 :大成建築(株)設計本部 環境デザイングループ 蕪木伸一

山下剛史

所在地 愛矢[県名古屋市西区則武新町31-36

客用 トイレ
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第2回芦原義信賞
第2回芦原義信賞

作品 i名古屋クロイゾンスクエア [安藤七宝店本店計画]

作者 :永丼久夫((株 )竹中工務店設計部)

所在地 愛知県名古屋市中区栄3-2717

審査講評
安藤七宝店本店は名古屋の都心、栄の

大津通りに面 して立つ貸店舗ビルにマッ

クスマーラを入れ、本店は、その右脇及

び隣2棟のビルの間に、奥深い路地を入

つた先に蔵と本店及びカフェの3ブロッ

ク低層棟に囲まれる庭園を持つクロイゾ

ン・スクエアと称する大人のためのゆと

りの空間である。

大津通りに面するビル棟は周囲のビル

から見ると低層であるが、そのモダンデ

ザインの手堅い細部を持つ美 しいプロポ

ーションは見事に街並み形成に役立って

いる。

そして、七宝店の存在を知る人ぞallる

と言う自信の裏付けあると見る事が出来

るのは、左右のビルの狭間で通りの喧騒

をふり彿う様に奥深く入る路地は、その

先に展開する中庭と店舗への期待を大き

くさせる効果がある。初めて低層のキャ

ノピーや、薄暗い空間の先に自い蔵の壁

と前庭の緑が明るく、みかげ石敷の通路

は左に店舗、右七宝蔵部への通路を持ち、

直進すると2～3段下がつて左にカフェ

棟、右に中庭、正面にマックスマーラの

店舗の中が見える。この中庭の造形は、

石と緑と低木の配置が絶妙なバランスを

保つていて、七宝蔵部の新 しい展示棟の

ガラスと打放 しのコンクリー ト壁が背景

になつている。随所に七宝をほどこした

水盤、壁面、扉の押板等々がさりげなく

使われているのも好ましい。蔵の中は、

120年の歴史を物語る各年代の名品が

七宝技術の伝統を見せてくれる。この都

心で隠れた狭間に存在する豊かな空FBIは

芦原義信賞にふさわしいと考える。

選考委員 松本哲夫 (イ ンテリアアーキ

テク ト)
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第2回芦原義信賞入選作品

審査講評

□ｍ
者

作

作

丼之頭学園70周年記念館は吉祥寺駅

から繁華街を抜け、少し住宅地に差 しか

かつた所に位置しているものの、道幅も

狭くとても学園としてのゆつたり感を表

現することができないところである。ま

芦原義信賞が「優れた倉」造的環境形成

に寄与した未来ある新人」に与えられる

ものであり、著作のベストセラーズ「街

並の美学」の趣旨を具体化した作品を求

め審査に当り四人が見学した。おそらく

このオルゴールの小さな博物館の建築が

誕生したことによつて周辺の街並が肩を

並べて美しく再生を促進する原点となる

に相違ない。

印刷業経営者個人が30年 に及ぶ年月

と私財を投入し200年以前からの文化

財的とも見える世界各国のオルゴールの

名作を収集し美しい空FB5に 展示し、希望

すれば演奏を楽しませてくねる。外観は

控え目で美しい白い壁とガラスで清楚な

停いが好ましい。

選考委員長 近江 栄

た敷地自体もウナギの寝床の如く細長

く、さらに、その敷地に学園の教室ばか

りでなく体育館兼用の講堂ホールを設け

なければならないというプログラムが重

なつている。しかも建設コストを極端に

押さえながら ―の市」約付きということら

しい。

設計者はそれでも町並みに優しくと考

え、住宅地側の道にはバッフアーとなる

植栽を施すばかりでなく窓害」りの細かい

リズムを作るなどの工夫がなされ、この

リズムは同時に構造ピッチと重なつてこ

の建築計画がシステマテイツクなもので

あることが理解できる。配筋や型枠工事

の効率ばかりか室内のプランニングと空

調設備計画、またパーティシヨンや建具

にいたるまでの合理的なコス ト効果が期

待できるというわけであろう。

この建物は、正直ずば抜けた建築とい

うわけではない。しかし、あらゆるとこ

ろに田I医者的知恵を施す努力が見られ、

安易なゼネコンの設計というE口 象を払拭

していることは評価にlLEする。このこと

からも芦原義信賞入選にふさわしいと考

える。

ゲス ト選考委員 横川 健
丼之頭学園70周年記念館

(株 )竹中工務店 東京本店設計部 赤坂喜顕

所在地 東京都武蔵野市吉祥寺本田]218

湘送入尚目一
信圭我原±戸

作品 :オルゴールの小さな博物館

作者 :KA」IMA DttSIGN(小菅 克己十上岡 修+小野和幸)

所在地 東京都文京区目自台3-2514
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-15周
年記念講演会開催にあたつて

餞Ⅲ     aaca理
事会員交流委員会委員長

に「1罫出擢
臥°

A▲

開催に当たつてaacaは過去に多くの町の景観シンポジウムやその道のプロといわれる美術、工芸家の方々の トークを

積極的に行つて来ました。

今般これに加えてまちづくりを行う施主や設計事務所、建築会社の幹部の方々による都市の未来や建築文化論について

お聞きする講演会を立ち上げました。

第一回は三菱地所 (株)よ り都市計画事業室 遊佐副室長をおまねきし「大手町、丸の内、有楽町地区のまちづくり」に

ついて、昨年 10月 22日 TOTOテクニカルセンターで講演会を行いました。当日は100名の会場に立見席が出る程の盛況

で遊佐副室長の熱弁に90分がまたたくまに終わつてしまつたと記憶しています。

いかにこれからは息の通つたまちづくりが必要であるのか痛感した次第です。又、関心の高さも改め認識しました。

aacaで はこのような建築に於ける今日的テーマを主として年内に8回から9回の予定で会員の皆様方に情報提供を行つ

ていく予定です。

奮つてこ参加いただきたしヽと思つています。

現在企画している講演会について

l NPOが運行を支援する無料

巡回バス「丸の内シャ トルJ

l AACA交流講演会スケジュール予定表 (会場)      2 建築と文化 (アー ト)を語るタベスケジユール予定表

3月 25日  (株 )久米設計 岡本社長他 コトブキ      4月 26日  (株 )IRIYA庸屋顧間 ユニオン

フ月 14日 芦原太i6建築事務所 コトブキ          5月 28日  (株 )安井建築設計事務所 森設計部統括主任 ユニオン

10月 26日  大成建設 (株)可 児常務 大成建設       6月 9日  竹中大工館 赤尾館長 ユニオン

11月 10日  (株 )安丼建築設計事務所 佐野社長 コトブキ   9月    (株 )久米設計 佐藤取締役 (予定)ユ ニオン

その後の候補

三井不動産 (株 )・ 三菱地所(株)(株)日建設計

フラックス・デザイン (客船日本丸担当)

メックデザインインターナショナル (客船飛鳥担当)

隈研吾建築都市設計事務所 森ビル

(株)NTTフ アシリティーズ
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-15周
年記念講演会

三菱地所lil 者5市計画事業室副室長

Y∪ SA KENTARO

遊佐 謙太郎
7  

東京都千代田区大手町1-6-1

組
TEL 03-3287-5398

大手町・丸の内・有楽町地区のまちづくり

日本の中心駅である東京駅を擁 し皇居

に臨む、大手町 丸の内 有楽町地区 (以

下当地区)においては、明治以来約 115

年のまちづくりの歴史があります。第 1

期は明治中期か l-3第 2次世界大戦まで

の、馬場先通りを中心に三菱一号館等の

赤レンガ建物群により「一丁ロン ドンJ

と呼ばれたまちづくり、また大正3年の

東京駅の完成を期に行幸通 り沿いの旧丸

ビル 旧郵船ビル等の建物群により「―

丁ニユーヨークJと呼ばれた、当時の最

新の西欧文化を取り入れたまちづくりで

した。第2期 は昭和30～40年代の日本

の高度成長期に、丸の内 :、有楽町地区を

中心にそ 211ま での赤 レンガ建物等を

100m× 100m程度の大きな街区とし

て建て替え、31mに建物の軒線の高さ

がlalえ られた群として統一感のあるまち

づくりでした。これらのまちづくりのあ

り方は首都東京の景観として広く市民の

心象に刻まれたものとなりました。

こうした経緯を踏まえ、第3期におい

てはまず当地区の地権 3~― により構成され

る「大手町 丸の内 有楽町地区再開発

計画推進協議会Jが昭不□63年 に設立さ

れ、平成8年■Jll~lは東京都 千代田区と

協議会及びJR東 日本がこのまちの将来

像を公民協調により共有化 して取り組む

「大手町 丸の内 有楽町地区まちづく

り懇談会」わ`設立されました。この懇談

会が作成 した「まちづくリガイ ドラインJ

(平成 12年)は、当地区の将来像につい

て機能やインフラネットワークの形成等

に加え、既存の街並み景観の特徴を継承

する再開発の考え方を含むものです。そ

して平成 14年に建て替えられた丸 ビル

に見られるようにこのガイ ドラインに定

められた将来像に整合する再開発を進め

丸の内 有楽町地区空撮

ています。

またこの第3期の特徴として、そねま

でのオフィス機能が中心であつたまちづ

くりから、街の賑わいや商業 文化 交

流機能といつた複合機能化を図り、より

一般の人々に開かれたまちづくりを行つ

ています。その際より多くの人々が街の

活性化に参加できるよう、まちの開発か

ら運営面に視野を広げ、平成 14年には

「NPO大丸有エリアマネジメン ト協会」

が設立されました。まちの視察会の開催、

東京ミレナ リオのサポー ト活動等地域活

性化 多様なコミュニテイの形成活動を

行い、 トータルとして就業者や来街者の

方々がより充実 した時間を過こして頂け

るまちづくりを目指 しています。

写真の題名

l NPOが運行を支援する無料巡回バ

ス「丸の内シャトルJ

2 明治40年代の馬場先通 り (一丁□

ンドンと呼ばllた街並)

3 現在の大手町 丸の内 有楽町地区

空撮

■
~~~~~~~~~―――――    ―――――――――――――――――
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開催主旨

21世紀、日本は世界を凌駕するit/細な感性に恵まれた

国民的資質を生かして、文化大国として世界の平和に貢献

することであるとする意見が聞かれる昨今です。

わが国文化活動の先駆的組織であるaacaで は、設立 15

周年を記念 して
゛
業 技

"展
を別紙こ案内の内容で開催す

ることといた しました。aaca賞 芦原義信賞受賞作品の

ほか文化庁海夕1派遣作家作品、会員作品、法人会員の斯界

を凌駕する技と業を展示 して、出展作家と法人会員の存

在 実績を広く社会に紹介することを意図したものであり

ます。

多くの方の御参加をお待ちしています。

15周 年記念事業実行委員長

近 江  栄

I 出展作品

1)企業出展 (ブース)18社
2)AACA賞及び芦原義信賞受賞作品 24点

平成 15年度AACA賞 芦原義信賞入選作品 8点
3)文化庁海外派遣研修員作品 5点
4)個人作家作品 52点

社団法人日本建築美術工芸協会

15周年記念展覧会

会場 1江戸東京博物館 lF会議室

主催 :(社 )日 本建築美術工芸協会

協催 :東京都江戸東京博物館

後援 1文化庁 (社 )日 本建築学会

会期 :2004年 2月 12日 へ2月 26目

展覧会入場者数総4,800名

オープニングパーティ開催
江戸東京博物館内レス トラン「モアJにおいて開催

参加者数 ]フ 8名 FolttF・Tq始以来の参加者を得て盛会裡で

終了

Ⅱ

　

Ⅲ

aaca会長 江戸東京博物館館長 近江記念事業実行委員長

乾杯風景 懇談風景 会食風景

や

-10-
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●
Ｌ

〆
・悪

鮫島 貴子

大地の声

高濱 英俊

水のか・ ち―prayer

村松 勢津子

dialogue

長谷川 双葉

思考と魂について

山本 明良

Time s Gate 一時のF司

ポスターデザイン 坂上直哉

小野寺 優元

Expanslon

岩田 実

Jヒ辰

中村 弘子

Crop CI「 cle

和田 やよい

水都

中村茂幸

NYORO― ARCH

島田 満子

Genesls

島袋 英求

忘れえぬ人々シリーズ
長尾 孝明

毘 (ビ )

:血‐鐵i.

-11-
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坂本 和正

痕跡

澄川 喜―

そりのあるかたち

鬼頭 正信

気の華

川原 昭

エナジーNo 5

鍵丼 保秀

Love pop 0331

日高 革也 三井 進

アーク テクノ(株 )

マ ドンナ 04

平山 建雄

光の視座 I I
會田 雄亮

岳稜

T百 als for Arclltectual Space lV 作品C

中川 千早

Some where

山中 良子

光がぬう時

./‐′

=イ
`′

|  ら  
｀ ｀

、
｀

ヽ

ア

評
贈

麟
Ｌｅ

時
餌

崎
鵬

山

〓
ロ

砂畠 睦子

燦燦

赤堀 郁彦

大気導体-03

一ヽ一
一、　

一

」

■ヽ
■
経
う

．
，，１
■
一
　
一
林
ふ

笠原 祥子

-12-
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・̈
一一　　　　　　　　　　　　　　　一　̈
一一

一
　

・一̈
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．

一
こ
【卜
・̈̈■
■

・
．

香り1 亮 (マ コト)

風の楽園

染森 健一

笠間芸術の森公園

陶の社

鵡

亀臨輝鼈饉欝

姜まざニマ
・

世木田 茂樹

都市構造作品

巌佐 純子

Landscape
越智 義一

作品 (K～ W)

坂本 菜子

コンフォー トスペース

(1央適 トイレ)

笠原 祥子

Tna s fOr Archに ectua Space Ⅳ 作品A

高田 幸子

はなやかな灯

満〓需
響

屋

光

土子藤
一方

田

ミ
、

初

片岡 葉子

MEMBRANE

田河 宣行

fo、″er

笠原 オリエ

東京の季×3

雨山 智子

植物的空間 wOrk 0 1 02 03
はやし

想 R
嘘
・Ｂ
ま

想

-13-
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山口和加子

吉田 淳子

、″o「 ks

安河内 敦子 (文化庁派遣)

プリアデス45

間地 紀以子 (文化庁派遣)

囚われた生命

サッポロフアクトリー

デザインチーム

第4回AACA賞特別賞

生活工房 サツポロフアクトリー

甲 躙

しlη

‐ 輔

|=

‐ IIl  l

鮫島 貴子

ア トリエ アーティス

鳳凰

笠原祥子

Tnals for Arch tectual

Space V 作品B

■_,一 ― ‐暉 4      `

1露 1警

中村 清美 (文化庁派遣)

401 江戸

土屋 寿満

第4回A∧ CA賞
門真市南都市民センター森林浴体験室
「森林回廊」

小原 輝子

日時計 (サンダイタル)

高部 多恵子 (文化庁派遣)

滸20041(版画)滸2004-2(版画 )

(株)日本設計 上 哲男

第1回AACA賞
東京都多摩動物公園昆虫生態園昆虫ホール

(株)日建設計 (亀井忠夫)

第5回AACA賞特別賞

」TLル

・絣
轟

一Ｌ

一
”

一一　
日
　
ヽ
・

鹸
´
ｒ
」

盛

《
．・

・
ン

・
¨

．き
、
一

⑮暉

蜃瑕
爾棗

一　
　
類

藤
議
勁
“
　

明

”

孝

ケ

一　
　
ス

．　
尾

る

長

至

量

　

雛
中村 弘子 (文化庁派遣)

光のメッセージ

速水 史朗

第3回AACA賞
鹿児島市みなと大通り公園モニユメント

(悠雄)並びに一連の彫亥」作品

上山良子

第6回AACA賞
長岡平和の森公園

-14-
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さっぱろホワイトイルミネーシ

実行委員会会長 薩 一夫

第6回AACA賞特別賞

さっぽろホワイトイルミネーシ

(株 )坂倉建築研究所

西野康造 椎名啓二

第6回AACA賞特別賞

茅ヶ崎公園プール

本し幌市

アーキテクトフアイブ

第8回AACA賞
モエレ沼公園

片山利弘 (株)日建設計

第7回AACA賞
三井海上千葉ニユータウン本社ビル他

一連の建築における空間造形

オフィス シヨウノ

第 10回 AACA賞
潜在する音の海 Wave Wave Wave、 umi TsukushJ ラ

フレさいたま |ウインド ノーテーシヨンJ、 種足ふllあ い

の森 サウンド モニユメント 回営越後丘陵公園「冒険

の丘Jフ オーリーサウウンド オブジエ 棚倉文化センタ

ー ウオー_ス クリーンの丘葬祭場「風のベンチ|サ ウン

ドインスタレーシコン等―連のリウンドスケープデ●|イ ン

ate ler十 板画イタエ 秋田昌子

第 11回審査員奨励賞

青森県男女共同参画センター アピオあおも

り 内部インベントホール外側壁面 (3面 )

oh― AOMORIRIN00 YAMA YANE

多田 善昭

第フ回AACA賞特別賞

門入 の郷 (mon nyu no sato)

門入ブリッジ 椿の城 冒険の舞台

アーキテクトフアイブ

第 10回AACA賞特別賞

鳥取県立フラワーパーク

山形県建設工業団地協同組合デザイン開発機

構、(株)環境計画研究所、その他、制作に関

わる子どもたち、職人、関係者の方々

第 11審査員奨励賞

霞城セントラル やまがたアートチエアー

プロジエクト

覇
一Ｍ
剛

一翻
一麗
・

ョン

ョン

1属

'コ

ヨ::
:∵]lt

(株)石本建築事務所

広島県広島女子大学

シーズ環境開発企画

第7回AACA賞特別賞

広島女子大学

日高 軍也、山本 誠、小野行雄+
群馬県明和町、 (株 )近代造形

第 10回 AACA賞特別賞

明和町 (群馬県)町制施行記念モニ

ュメント

櫂圏
曰 Sk..

一・　ＷＶ

．■

．̈

堀木エリ子十(株)竹中工務店

第 11回AACA賞
善き牧者愛徳の聖母修道会 本部修

道院

匈
諄熙

粒盆
(株 )竹中工務店広島支店設計部

川北 英、門谷和雄

第 1回芦原義信賞

アー トガーデン

代表 (株 )三菱地所設計

第 ]2回 AACA賞
丸の内ビルディング

葛西 薫+(株 )ア ンドーギヤラリー+
(株)山下設計

第 12回 AACA賞奨励賞

東京都立つばさ総合高等学校ウォール

グラフィック
・
WisdOm on WalⅢ

5-

山田 良

第 13回 AACA賞
鹿北町アー トプロジエクト

-1

卜
Ｆ

Ｆ
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麒穣

Ｌ

田̈
睦

醸

山 ‖ 爾

畠.扮灘議|
奮彎Iα膨師り
隠 ■解 | 卜■|

|■ 鍾
|‐ 国 轟

■ ‐直 費 整

浅石 優 ((株)日本設計)、

平田 哲 ((株 )竹中工務店)、

田瀬理夫 (プランタゴ)

第 13回 AACA賞 優秀賞

アクロス福岡

大成建築 (株 )設計本部 環境デザイ

ングループ 蕪木伸― 山下岡」史

第 13回 AACA賞 入選
「ノリタケの森J

永丼久夫 ((株 )竹中工務店設計部)

第2回芦原義信賞

名古屋クロイゾンスクエア

安藤七宝店本店計画

(株 )三菱地所設計

第 13回 AACA賞 入選

ミュゼ ダール御殿山

KA」 IMA DESIGN
小菅 克己十上岡 修+小野和幸

第2回声原義信賞入選

オルゴールの小さな博物館

(株 )■ニオン

こだわりのデザインと技を '考える
°

1日新橋停車場復元チーム

(デザイン総括 1田原幸夫)

第 13回 A∧ C∧賞入選

旧新橋停車場一歴史を再現し、現

代を表現した外装のデザインー

横浜市 (財 )横山市芸術文化振興

財団 (株 )横浜みなとみらい21

(株 )横浜赤レンガ

(株)新鋼汗秋都市建築設計

第 13回 AACA賞入選

横浜赤レンガ倉庫

中田 明 (北山杉)

鈴木英希 (大理石)

増田憲治 (織部製陶)

コラボレーション展示

(コ ーディネータ 藤井純子)

天然素材―家「木 石 土J組展

大塚オーミ陶業 (株 )

(株 )坂倉建築研究所

大塚国際美術館

サレジオ学園

福岡県建築都市部営繕課、安井 雅

稽 西島伸晏平設計共同体 (株 )織絵

第 13回 AACA賞 入選

福岡県立大学者護学部人間の五感を

テーマとしたアー ト計画

。霧 〒且九 回・
・ 剛 ・ 1■‐

躙 ・

L。

零写甲「
・

真喜志 好一、能勢孝二郎

第 13回 AACA賞入選

佐敷町文化センター「シュガホール」

(株)夕 カタ

「石屋さんのつくつたテーブルと歴

史を語る石の証明

アー トアソシエイツ八腿

人をつなぐ 地域をつなぐ 時代をつなぐ

業と技

一
甕
．】

イ
ち

ｏ　
融
「ｒ
、

I Ⅲ■lγ 二ヽ,鍔T'・   1

昌即W鬼
轟櫃輻醤ご

⑮

荒丼雄―デザイン事務所

第 13回AACA賞 入選

東急百貨店本店 客用 トイレ

全館リニューアル

菊川工業 (株 )

八イテク技術と伝統技術コラボレーション

-16-
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‐

．

‐

　

‐
一

・

よ

軒

東陶lit器 (株 )

充触蝶技術の tl・ 用 応丹]

日プラ(株 )

「ブルーオーシャン・ 」

ドーム型リアルプロジェクションスクリ

ーンシステム

鹿1島建設 (株 )設計

エンジエアリング本部

北 典夫

,夕 留タワー

フラックス テヴイン

渡辺 友之+原環
2001年～2003年客船インテリブノ

と工業のコラボレーション

大成建設(株 )

「建築の相貌J

41 ♂
ド黎いきパ『 撻

`

ぉ目  さ;

||1寓   |

闊麟懸
■

“

●dコ闘願
颯撼●コ■薔瞑It‐

日晨
｀

 昌醜

大成建設 (株 )設計音6

中藤 泰昭

BUNKA GAKUEll
KARUIZAヽ A/A VLLA

(株)三 菱地所設計

丸ビリレ AHl PROJECT建 築とアー トの

インターフ■―ス

―
よ

鶴

攻

|■
(株)4,中工務店

|つなく |

去 |111こ  う●た 栄、高,I員長

轟奇,イ ↑イ呆、 「IL] Jト

lヤ 務I「事 中島昌伝、〕務局に

(株)安井建築設言十事務所

iA+Al

'j''■ TF相俊、高J苺晏
「

 小 llオ1人

■興 満、高部多点 r、 石丼ヨ+
イチ|「本留1丼|

掲載責任 :|ヨ 高肇ti

会場風景 :六場lit亭

会場風景 会場風景

日高 lll iセ 、露
「

1ltF、 十1字祐介、●イ1,1り 、t

坂■百哉]5周年記念事業実行委員会

レイアウ ト:小野行雄 写真撮影 :二丼 進

′ヽ1暢風
=|



例 二

軒`

CONttENttS

設立 15周年記念事業

「歴史的建造物保存Jシンポジウム

第 13回 AACA賞    ―  -   3

第2回芦原義信賞   …     6
開催にあたつて          9
15周年記念覧会      -  10

■表紙デザイン

高部 多恵子

表紙の作品を募集しています。

事務局までお問い合わせください。

尚表紙のレイアウトは、広報委員会で行しヽます

のでこ了承下さい。

発行 :蝦日本建築美術工芸協会

Pho∩e03-3457-7998
Fa×  03-3457-]598
〒108-0014

東京都港区芝 5-2620
建築会館 6F

垂剛更J長替 100110-2-365085

編  集 :(社 )日本建築美術工芸協会 広報委員会

委 員 長 玉見 満

日J委 員 長 高部多恵子

石田員人、山崎輝子、長谷川亨

瀬川秀之、竹生田正、垣内泰三

事 務 局 長 伊藤留雄

制作協力 :中栄E口刷工業株式会社


